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二
一
世
紀
は
「
国
際
移
住
労
働
の
世
紀
」
と
い
わ
れ
る
。
資
本
と
企
業
活
動
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、労
働
市
場
の
流
動
化
を
引
き
起
こ
し
、「
持
て
る
者
」
と
「
持

た
ざ
る
者
」
の
格
差
拡
大
を
地
球
規
模
で
招
い
て
き
た
。
そ
し
て
、グ
ロ
ー
バ
ル

経
済
の
構
造
か
ら
排
除
さ
れ
職
を
求
め
る
人
々
も
、Ｉ
Ｔ
技
術
者
な
ど
の
高
度

専
門
家
も
、チ
ャ
ン
ス
の
あ
る
場
所
へ
、国
境
を
超
え
て
移
動
し
て
い
る
。
こ
う
し

て
生
み
出
さ
れ
る
一
億
九
〇
〇
〇
万
を
超
え
る
国
際
人
流
（
二
〇
〇
五
年
国
連

統
計
）は
、経
営
支
配
の
世
界
的
な
統
合
と
生
産
の
世
界
的
分
散
を
進
め
る
グ
ロ

ー
バ
ル
経
済
の
構
造
を
強
化
し
続
け
る
限
り
、今
後
も
止
ま
る
こ
と
は
な
い
だ

ろ
う
。
ど
の
国
も
人
口
構
成
の
多
様
化
が
進
み
、「
多
文
化
社
会
化
」
が
不
可
避

な
時
代
に
な
っ
て
き
て
い
る
。�

　
日
本
の
多
文
化
社
会
化
も
確
実
に
進
行
し
て
い
る
。
二
〇
〇
五
年
末
現
在
、

外
国
人
登
録
者
数
は
二
〇
一
万
一
五
五
五
人
と
な
り
、三
七
年
連
続
で
過
去
最

高
を
更
新
中
だ
。
し
か
し
、日
本
人
の
海
外
移
住
も
増
え
続
け
て
お
り
、世
界
に

在
留
す
る
日
本
人
は
、戦
後
統
計
史
上
初
の
一
〇
〇
万
人
を
突
破
し
た
（
二
〇

〇
五
年
度
海
外
在
留
邦
人
数
調
査
）
。
さ
ら
に
日
本
人
海
外
移
民
の
子
孫
で
あ

る
「
日
系
人
」
も
含
め
ば
、海
外
で
暮
ら
す
日
本
人
は
三
〇
〇
万
人
を
超
え
る
。

相
対
的
な
人
の
出
入
り
で
い
え
ば
、日
本
人
の
海
外
流
出
の
方
が
、外
国
人
の
日

本
流
入
よ
り
多
い
と
い
う
こ
と
だ
。�

　
一
方
、日
本
で
届
け
出
の
あ
っ
た
日
本
国
籍
者
の
婚
姻
総
数
七
二
万
四
一
七

件
の
う
ち
、三
万
九
五
一
一
件
（
一
八
組
に
一
組
）が
外
国
籍
者
と
の
国
際
結
婚

で
、こ
れ
に
海
外
で
届
け
だ
さ
れ
た
日
本
国
籍
者
の
国
際
結
婚
数
八
九
〇
三
件

を
加
え
る
と
四
万
八
四
一
四
件
と
な
る
。
今
や
日
本
人
の
結
婚
の
一
五
組
に
一

組
が
国
際
結
婚
の
時
代
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、三
万
一
二
三
七
人
の
「
国
際
結

婚
の
子
ど
も
」
が
国
内
外
で
生
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、四
〇
八
一
人
の
「
父
母
共

に
日
本
籍
で
外
国
生
ま
れ
の
子
ど
も
」
や
、一
万
一
六
二
三
人
の
「
父
母
共
に
外

国
籍
で
日
本
生
ま
れ
の
子
ど
も
」
も
生
ま
れ
て
い
る
（
二
〇
〇
四
年
人
口
動
態

統
計
）
。
こ
う
し
た
子
ど
も
の
世
界
の
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
化
は
、「
日
本
人
」

「
外
国
人
」
の
単
純
な
二
分
化
に
馴
染
ま
な
い
子
ど
も
た
ち
の
存
在
を
顕
在
化

さ
せ
て
お
り
、国
境
を
超
え
た
人
の
移
動
や
多
言
語
・
多
文
化
に
対
応
で
き
る
教

育
シ
ス
テ
ム
の
社
会
的
ニ
ー
ズ
を
高
め
て
き
た
。�

　
本
稿
で
は
、多
様
化
す
る
子
ど
も
た
ち
の
階
層
化
と
教
育
格
差
の
視
点
か
ら
、

多
文
化
共
生
社
会
へ
の
道
筋
を
検
討
し
て
み
た
い
。�

���

　
下
図
は
、グ
ロ
ー
バ
ル
化

す
る
日
本
の
労
働
市
場
の

階
層
分
化
構
造
を
示
し
た

も
の
で
あ
る
。
一
番
上
は
、

多
国
籍
化
し
た
大
企
業
や

世
界
を
舞
台
に
活
躍
す
る

専
門
家
集
団
か
ら
な
る
「
ト

ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
キ
ャ

リ
ア
層
」
だ
。
こ
こ
で
は
、

多
様
性
・
独
創
性
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
国

境
を
超
え
て
通
用
す
る
多

元
的
な
能
力
と
業
績
が
問

わ
れ
、国
籍
は
関
係
な
い
。�

労
働
市
場
の
階
層
化
と
子
ど
も
の
教
育
格
差

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
が
生
み
出
す

国
際
人
流
と
多
文
化
社
会
化

多
文
化
社
会
と�

子
ど
も
の
教
育
格
差�
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相
対
的
な
人
の
出
入
り
で
い
え
ば
、日
本
人
の
海
外
流
出
の
方
が
、外
国
人
の
日

本
流
入
よ
り
多
い
と
い
う
こ
と
だ
。�

元
的
な
能
力
と
業
績
が
問

わ
れ
、国
籍
は
関
係
な
い
。�

　
そ
の
下
の
中
産
階
層
は
、働
く
場
は
様
々
だ
が
、一
定
の
生
活
水
準
が
保
障
さ

れ
た
正
規
雇
用
層
で
あ
る
。
国
籍
に
よ
る
処
遇
の
違
い
が
あ
る
職
場
も
あ
り
、ま

た
、経
営
合
理
化
に
よ
る
リ
ス
ト
ラ
な
ど
で
、下
へ
転
落
す
る
不
安
を
抱
え
る
。�

　
そ
の
下
が
、フ
レ
キ
シ
ブ
ル
労
働
力
と
し
て
膨
張
す
る
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
・

派
遣
・
請
負
等
の
い
わ
ゆ
る｢

フ
リ
ー
タ
ー｣

階
層
だ
。
こ
の
非
正
規
・
有
期
雇
用

の
不
安
定
労
働
層
は
、日
本
人
／
外
国
人
の
境
界
で
ま
ず
分
断
さ
れ
る
。
所
得
と

仕
事
内
容
で
も
分
断
さ
れ
、世
代
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
に
よ
る
重
層
差

別
も
内
包
し
、若
者
、女
性
、低
所
得
者
、ア
ジ
ア
・
南
米
系
外
国
人
労
働
者
が
多

数
を
占
め
る
。�

　
さ
ら
に
、外
国
人
労
働
者
の
間
に
は
、合
法
／
非
合
法
の
分
断
ラ
イ
ン
が
存
在

す
る
。
一
九
九
〇
年
の
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
改
定
で
、就
労
活
動
に
制

限
の
な
い
在
留
資
格
を
認
め
ら
れ
、九
〇
年
代
に
急
増
し
た
「
日
系
外
国
人
」

は
、「
合
法
就
労
者
」
と
し
て
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
位
置
付
け
だ
（
た
だ
し
、こ
の
日

系
人
優
遇
策
は
法
務
省
で
見
直
し
を
検
討
中
）
。｢

研
修
生｣｢

実
習
生｣

の
在
留

資
格
で
来
日
し
、実
質
は
低
賃
金
労
働
に
従
事
す
る
外
国
人
は
、こ
の
境
界
線
上

に
位
置
す
る
。
労
働
条
件
は
、階
層
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
下
へ
い
く
ほ
ど
過
酷
に
な
り
、

最
底
辺
に
位
置
付
け
ら
れ
た
「
資
格
外
就
労
外
国
人
」
は
、人
権
侵
害
に
さ
ら
さ

れ
な
が
ら
、末
端
の
労
働
現
場
を
支
え
て
い
る
。�

　
子
ど
も
の
教
育
も
、親
の
階
層
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
た
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
構
造
に
階

層
化
し
て
い
る
。「
ワ
ー
キ
ン
グ
・
プ
ア（
働
く
貧
困
層
）
」
や
「
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｓ（
ヒ
ッ
ク

ス
）:H

a
lf In

c
o
m
e
 w
ith
 K
id
s

（
年
収
が
半
分
に
な
っ
た
子
持
ち
夫
婦
）
」

な
ど
、若
年
世
代
の
経
済
危
機
や
子
ど
も
の
学
力
と
学
習
意
欲
の
階
層
分
化
が

危
惧
さ
れ
る
中
、自
己
選
択
・
自
己
責
任
・
自
助
努
力
を
軸
と
し
た
教
育
改
革
の

流
れ
は
、塾
や
進
学
費
用
が
ま
か
な
え
な
い
、選
択
す
る
術
を
持
た
な
い
階
層
の

子
ど
も
た
ち
の
教
育
リ
ス
ク
を
い
っ
そ
う
高
め
る
方
向
に
作
用
し
て
い
る
。�

　
「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
対
日
経
済
審
査
報
告
書
二
〇
〇
六
年
版
」
は
、日
本
の
「
貧
困
率
」

（
所
得
が
平
均
の
半
分
以
下
し
か
な
い
人
の
割
合
）が
、先
進
国
で
は
米
国
に
次

い
で
二
番
目
に
高
く
な
っ
た
と
指
摘
し
、低
所
得
世
帯
の
子
ど
も
の
教
育
水
準
低

下
へ
の
懸
念
を
表
明
し
て
い
る
。
実
際
、子
ど
も
た
ち
が
享
受
で
き
る
教
育
の
質

は
、ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
下
層
に
向
か
う
ほ
ど
劣
化
す
る
。
最
底
辺
の
「
資
格
外
就
労

外
国
人
」
の
子
ど
も
の
中
に
は
、日
本
人
の
父
親
の
認
知
を
受
け
て
い
な
い
Ｊ
Ｆ

Ｃ（J
a
p
a
n
e
s
e
-F
ilip
in
o
 
C
h
ild
re
n

）も
含
ま
れ
て
い
る
が
、彼
ら
は
、「
登

録
の
な
い
子
ど
も
た
ち
」
と
し
て
社
会
か
ら
見
え
な
く
さ
れ
、「
子
ど
も
の
権
利

条
約
」
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
「
教
育
を
受
け
る
権
利
」
も
十
分
に
保
障
さ
れ

て
い
な
い
。�

����

　
教
育
機
会
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
の
は
誰
な
の
か
、不
安
定
労
働
に
水
路
付

け
ら
れ
て
い
る
の
は
誰
な
の
か
を
見
据
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
必
要
な
の

は
、日
本
人
／
外
国
人
を
問
わ
ず
、｢

持
た
ざ
る
子
ど
も
た
ち｣

に
対
し
、階
層
差

を
超
え
て
教
育
保
障
を
し
て
い
く
こ
と
だ
。
属
性
に
基
づ
く
教
育
格
差
の
放
置

は
、若
年
層
の
希
望
格
差
・
意
欲
格
差
を
も
た
ら
し
、結
局
は
、日
本
社
会
全
体
の

競
争
力
や
生
活
の
安
全
・
安
心
の
低
下
と
社
会
的
コ
ス
ト
の
増
大
を
招
く
。
人
こ

そ
が
最
大
の
社
会
資
本
で
あ
り
、人
づ
く
り
で
あ
る
教
育
の
充
実
こ
そ
が
、最
大

の
社
会
保
障
に
な
る
は
ず
だ
。
　�

　
ま
た
、ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
子
ど
も
の
増
加
は
、「
排
他
的
単
一
文
化
型
」

の
日
本
社
会
の
統
合
原
理
と
教
育
を
、国
境
を
超
え
て
移
動
す
る
時
代
に
即
し

た
「
多
文
化
包
摂
・
共
生
型
」
に
シ
ス
テ
ム
変
革
を
図
る
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。

M
u
ltic
u
ltu
ra
l 
J
a
p
a
n
e
s
e

か
ら
な
るM

u
ltic
u
ltu
ra
l 
J
a
p
a
n

へ
の
シ

ス
テ
ム
転
換
は
、多
様
な
子
ど
も
た
ち
の
言
語
文
化
資
源
や
「
違
い
」
を
活
か
し

て
育
て
る｢

多
様
性
人
材
立
国｣

を
目
指
す
過
程
と
な
る
。
そ
れ
は
、い
ろ
い
ろ
な

人
が
い
て（
社
会
内
多
様
性
の
確
保
）
、個
々
人
も
状
況
に
応
じ
て
多
様
な
対
応

が
で
き
る（
個
人
内
多
文
化
・
複
眼
思
考
の
育
成
）、持
続
可
能
な
共
生
社
会
日
本

へ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
な
る
だ
ろ
う
。�

CEL

関
口
　
知
子
（
せ
き
ぐ
ち
・
と
も
こ
）�

南
山
短
期
大
学
助
教
授
。
二
〇
〇
一
年
名
古
屋
大
学
大
学
院
国
際
開
発

研
究
科
博
士
課
程
修
了
。
専
門
は
異
文
化
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
多

文
化
教
育
。
著
書
は
、『
在
日
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
子
ど
も
た
ち:

異
文

化
間
に
育
つ
子
ど
も
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
』（
明
石
書
店
）
な
ど
。�

�

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
保
障
と

M
u
ltic
u
ltu
ra
l J
a
p
a
n

へ
の
シ
ス
テ
ム
転
換

【図

外国人

外
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